
当初の年間指導計画（横浜版学習指導要領で示した年間単元配列表）

再編成後の年間指導計画
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※基本的に水泳の実技は扱わない。

水泳の心得、新設の「ウ 安全確

保につながる運動」の行い方につ

いて指導することとした。

「器具や用具を共用する必要

がある単元は、実施をなるべ

く後に回すよう配慮した。

※走の運動遊びの「障害物を置いての

リレー遊び」と跳の運動遊びを、跳の

運動遊びの「助走」と走の運動遊びを

併せて指導することとした。

小学校学習指導要領 解説 体育編に「水泳運動

系は生命にかかわることから、適切な水泳場

の確保が困難で水泳運動系を扱えない場合で

も、これらの心得については、必ず指導する

こと」とされていることから、新設の「ウ

安全確保につながる運動」の行い方について

の理解も含めて指導することとした。


